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学 位 論 文 要 約  
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さらに、空腹時血清 Cペプチド値により 3群に層別し、傾向検定をおこなったところ、空腹時血清 Cペプチド
が低値であるほど血糖コントロールが有意に悪化することが示された。 
本研究は、内因性インスリン分泌能の違いという糖尿病の病態の差異が、災害後の血糖コントロール悪化に
関与することを示唆するもので、災害後悪化のメカニズムの医学的解明につながると考えられる。さらに、空
腹時血清 Cペプチド値が災害の影響を強く受けやすい患者を予測するマーカーとなる可能性が示された。この
ことから、平時に空腹時血清 Cペプチドを検査し、患者本人も含め内因性インスリン分泌能を把握しておくこ
とは、災害などの有事の際に、限られた医療資源の有効配分につながるものと期待される。 
